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研究成果の概要（和文）：日本の早期精神病治療ガイドラインでは，軽度から中等度の減弱型精神病症候群
（APS）患者に対して認知行動療法をベースとした包括的な心理社会的介入を推奨している。しかしなら，APS患
者の併存症や主訴は多岐にわたっており，治療目標や介入順序を決定することは困難である。そこで，行動に基
づくパーソナリティ検査であるR-PASを用いて，APS患者のパーソナリティ機能に関する解明を試みた。結果か
ら，APS患者は健常群に比べて有意に対人機能が低いことが明らかになった。日本人のAPS患者に対する心理社会
的支援は，特に対人関係スキルに焦点を当てることが推奨される。

研究成果の概要（英文）：Japanese guidelines for the treatment of early psychosis recommend a 
comprehensive psychosocial intervention based on cognitive-behavioral therapy for patients with mild
 to moderate Attenuated Psychosis Syndrome (APS). However, the comorbidities and chief complaints of
 patients with APS are diverse, making it difficult to determine treatment goals and intervention 
order. Therefore, we attempted to elucidate the personality function of APS patients using the 
R-PAS, a performance-based personality test. The results revealed that APS patients have 
significantly lower interpersonal functioning than the healthy conotrol. This results recommend that
 psychosocial support for APS patients focus on the acquisition of interpersonal skills.

研究分野： 臨床心理学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
減弱型精神病症候群（APS）患者に対する過去10年間の研究は，精神医学分野の主導により，精神病発症への移
行マーカーを見出すことに力が注がれてきた。しかし，近年では精神病への移行の有無に関わらず，メンタルヘ
ルスの不調サインに早期介入することによって問題の重篤化を防ぐ予防的な支援にシフトしてきている。
本研究では，これまでAPSについての研究がほとんど実施されてこなかった臨床心理学的観点から，パーソナリ
ティ機能を評価するR-PASを初めて用いたことにより，APSに対する心理社会的支援に関して具体的な提唱を行っ
たことは意義深い。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
減弱型精神病症候群（Attenuated Psychotic Symptoms: APS）とは，DSM-5（アメリカ精神医
学会，2013）において，一般臨床での診断信頼性の検証が不十分であり，適切な治療的介入に関
する知見が乏しい等の理由により（根本ら，2020），正式診断名としてではなく第 III 部の「今
後の研究のための病態」に収載された概念である。症状として①妄想，②幻覚，③まとまりのな
い発語の３つがあり，いずれも精神病性障害の閾値には達しない「微弱」な症状であることが基
準となる。 
 APS に関する初期の研究においては，早期の APS 診断のためのツールの開発や，精神病発症
に至る生物的マーカーを明らかにすることに重点が置かれてきた。しかし，その後の研究の蓄積
により，APS から本格的な精神病へと移行する者は 3 年間で 30%程度であることや（Fusar-Poli 
et al., 2012），発症に至らなかったとしても他の精神疾患へ移行する場合や，社会機能が低いま
まにとどまる場合が多いことが明らかにされてきた。これらのことから，APS の診断がつくか
つかないか，また，精神病へと移行するかしないかに関わらず，援助を求めてきた者すべての患
者に対して重症化を防ぐための早期介入の必要性が認識されるようになってきている。 
日本における APS を含む早期精神病の「予備的ガイダンス」（水野ら，2017）においては，

軽度から中等度の APS 患者に対して認知行動療法をベースとした包括的な心理社会的介入を推
奨している。しかしながら， APS 患者の併存症や主訴は多岐にわたっており，APS 同定のため
のサイコーシス・リスク評価スケール Structured Interview for Psychosis-Risk Syndromes / 
Scale of Psychosis-Risk Syndromes; SIPS / SOPS）のみでは，個々の患者の治療目標や介入順
序を決定することは困難である。 
 
２．研究の目的 
APS 患者に対する最適な心理社会的支援の治療計画に資するべく，行動に基づくパーソナリテ
ィ検査である Rorschach Performance Assessment System (R-PAS) を用いて，APS 患者のパ
ーソナリティ機能について解明を試みた。 
 我々が過去に実施した APS に対する認知行動療法の実施可能性を探る研究より，APS を呈す
る患者は健常群に比べて対人機能が低いことが予測された。 
 
３．研究の方法 
(1) APS の対人機能に関する探索的研究 
都心部にある A 病院において研究期間中の最初の 2 年間において APS と診断された患者
（SIPS/SOPS の評価により，B 基準の微弱な陽性症状を満たす者），および，健常ボランティア
の研究協力者を募り，協力者全員に対して R-PAS を含むテスト・バッテリーを実施した。R-PAS
の結果として算出される変数のうち，仮説に基づき，特に「自己と他者に関する表象」のドメイ
ンに含まれる変数に着目して，両群の標準得点の差を t 検定により比較した。 
 
(2) 地方都市における APS 患者に関する研究 
研究期間を延長した最終年に，地方都市にある B クリニックにおいて，SIPS/SOPS の評価トレ
ーニングを行った精神科医が，APS の可能性の有る者を電子カルテより選出し，診断を見直し
た。また，カルテから受診のきっかけとなった主訴について調査した。 
 以上，全ての研究は，研究代表者の所属機関，および必要な場合には，研究協力機関の倫理委
員会の許可を得て実施した。 
 
４．研究成果 
(1) 研究初年度に倫理委員会の承認が得られた直後に新型コロナウィルスの流行となったこと
や，研究協力機関の統括責任者の交代により，A 病院における新たな APS 患者の受診者が 0 名
となったため，過去に APS 患者から取得したロールシャッハ・テストのデータを，R-PAS にコ
ーディングし直して分析をする措置を取った。これにより，R-PAS の実施法によって新たにデ
ータを取得したのは APS 群 3 名，健常群 9 名となり，R-PAS にコーディングし直した過去のデ
ータ 31 名と合わせて，合計 34 名の R-PAS データと健常群 9 名のデータとを比較した。 
研究機関の規定により，健常ボランティアの対象年齢を 20 歳以上とせざるを得なかったこと

から，両群の平均年齢は APS 群が 18.6 歳 (SD = 4.9)，HV 群が 25.3 歳 (SD = 2.6 歳）と有意
な差が生じた。R-PAS の結果の比較から，APS 患者は健常群に比べて有意に対人知覚に関わる
変数 PHR/GPHR （貧質人間表象反応の全人間表象反応に対する割合）のスコアが高く，対人
機能が低いことが示唆された。更に，援助欲求を示すとされる変数 ODL についても，APS 群の
方が健常群よりも有意に高く，困り感を抱えていることが明らかになった。 
(2) 地方都市の B クリニックにおいては，APS 疑いの患者 167 名のうち，SIPS/SOPS により
APS の診断のついた者が 9 名いた。そのうち，高校生は 2 名であり，他の 7 名は中学生であっ
た。受診のきっかけとなった主訴は，家族メンバーとのトラブルが 2 名であり，他の全ての者は



学校における友人とのトラブルや，友人からの視線に対する恐怖を訴えていた。また，APS に
変更する前の診断名は，7 名が適応障害であり，残りの 2 名はそれぞれ不安障害，抑うつ状態で
あった。これらのことから，APS は中学生ぐらいの世代において，学校における友人とのトラ
ブルを契機に症状が顕在化し，援助を求めて来院することが多いことが示唆された。 
 本研究にはいくつかの限界がある。第一に，R-PAS の実施法で取得したデータが少なく，過
去に異なるシステムによって取得したデータを変換して用いたことである。さらに，APS 群と
健常群との年齢差が存在したことである。本研究において検討した変数に関しては，2 群間に大
きな差が見い出され，同年齢群の国際規範データと比較しても，APS 群の対人機能は有意に低
かったことから，これらの影響は少なかったものと考えられるが，今後は APS 群と健常群との
年齢をマッチングさせて比較すべきであろう。 

以上のような限界はあるものの，日本人の APS に対する心理社会的介入においては，特に若
年患者の対人スキルの獲得に焦点を当てた支援が望まれることが明らかになったと言える。 
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